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研究成果の概要（和文）：インターネットの普及により，膨大かつ多様な情報がネットワーク
上に溢れている．このような状況において，ユーザが指定した出来事に対し，その発生から後
の経過を示す一連の内容を提示する技術（続報記事抽出）は，情報活用としての知的アクセス
基盤を提供するだけでなく，予測発見の技術としても期待されている．本研究では，意味を考
慮することでユーザが指定した出来事に対する一連の記事を高精度で抽出・提示することを目
的とする．具体的には，日英報道記事に焦点をあて，各記事に対し，(1) 話題，及び話題の推
移を示す名詞と動詞に注目し，それら品詞単語の多義を解消した後，同義クラスに置き換える，
(2) 照応解析を行った後，不要な文を削除し，各記事を話題を示す文のみで示す，(3) 文で表
現された日英の各記事を比較することで日英関連記事を抽出する，(4) (3) の結果を用いてユ
ーザが指定した出来事に関する一連の記事を高精度で抽出し，提示する手法を提案した． 
 
 
研究成果の概要（英文）：With the exponential growth of information on the Internet, it is 
becoming increasingly difficult to find and organize relevant materials. Topic tracking is a 
research to attack the problem. One of the major problems in the tracking task is how to 
make a clear distinction between a topic and an event. A wide range of statistical and 
machine learning techniques have been applied to topic tracking. However, one encounters 
quite a large number of referring expressions and ambiguous word senses. We proposed a 
topic tracking approach based on semantic analysis, especially we focused on word sense 
disambiguation, overt pronoun resolutions and retrieving relevant documents by using 
cross-language category hierarchies. 
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様な情報がネットワーク上に溢れている．こ
のような状況において，ユーザが指定した出
来事に対し，その発生から後の経過を示す一
連の内容を提示する技術（続報記事抽出）は，
情報活用としての知的アクセス基盤を提供
するだけでなく，過去の事例から将来起こり
うる問題を予測し事前に対処するための知
識発見の技術として，産業界における様々な
分野での利用が期待できる．続報記事の抽出
に関する研究は，統計や機械学習を用いて情
報を示すタグが付与された少数から成る事
例の特徴抽出を行う手法が主流となってい
る．しかし抽出対象となるデータは，新聞や
ニュース記事など，異種の文書が混在してい
ること，また時系列データであるため，時間
の経過とともに話題が刻々と変化すること
から，少数事例のみを用いた学習法では制度
面で限界があり，多様なコンテンツを扱う現
実世界において十分対処可能な枠組みとは
いえない．この問題を解決するためには，各
事例の話題を正確に捉える必要があり，意味
を中心に据えた言語処理技術が必須となる． 
 

２．研究の目的 
本研究では，英文報道記事に対し，意味を

考慮することでユーザが指定した出来事に
関する一連の記事を高精度で抽出・提示する
ことを目的とする．具体的には，日英報道記
事に焦点をあて，各記事に対し，(1) 話題，
及び話題の推移を示す名詞と動詞に注目し，
それら品詞単語の多義を解消した後，同義ク
ラスに置き換える，(2) 照応解析を行った後，
不要な文を削除し，各記事を話題を示す文の
みで示す，(3) 文で表現された日英の各記事
を比較することで日英関連記事を抽出する， 
(4) (3) の結果を用いてユーザが指定した出
来事に関する一連の記事を高精度で抽出し，
提示する． 

 
３．研究の方法 
（１）多義解消 

本研究では，分類のための一手法として, 

Reichardt らにより提案されたグラフベース

の教師なしクラスタリング手法(RB アルゴリ

ズム)を用いる. RB アルゴリズムは磁性体分

類のためのソフトクラスタリング手法であ

り, エネルギーが最小になるように磁性体

を分類する. 我々はこの手法を動詞の意味

分類に適用した. 一般に,意味的に類似した

動詞は同じ格構造を持つことから,動詞を格

構造パターンを次元とするベクトルで表現

し, ベクトル同士の分布間類似度に基づき,

クラスタリングを適用する手法が多く用い

られている. しかし,コーパスなどから抽出

した動詞は, 多数の格構造パターンをもつ

ことから, 結果的に高次元空間での分類と

なるため, クラスタリングの精度に悪影響

を与える場合が多い. 我々はこの問題に対

処するため, リンク解析を利用することで,

動詞の意味分類に必要となる格構造パター

ンのみを抽出し, これを用いて動詞の意味

分類を行う手法を提案した. 

 
（２）代名詞の照応解析 
 申請者は，これまでタイトルと固有表現の
中で，機関，人名，固有物名が話題と強く関
係していることを明らかにした．本研究で対
象とするＴＤＴは，ラジオ放送を含む報道記
事であるため，タイトル情報は利用できない． 
そこでこれら固有表現に加え，新たに照応解
析に注目した．照応解析では，代名詞の先行
詞を正確に同定するため，代名詞を含む文か
ら得られる代名詞の取り得る意味素性と各
候補となる先行詞の意味素性との関連の度
合いを学習することで，意味の粒度を考慮し
た同定手法を提案した． 
 
（３）日英関連記事の自動抽出 
 本研究では，文書分類手法をもちいること
で分野間の類似性を推定し，階層構造を統合
する手法を提案した．さらに統合された階層
構造に位置する英語と日本語の記事に対し
て類似度尺度を用いることで互いに関連す
る日英文書を抽出する手法を提案した．本研
究における関連文書抽出の精度は，階層構造
の統合精度に依存する．申請者は，文書を分
類するための手法として機械学習 SVMs を用
いた．また，類似性を推定するためにカイ 2
乗を用いた．さらに，類似分野対として得ら
れた分野の各組に対して，アプリオリアルゴ
リズムを適用することで類似分野対の精度
向上をねらった． 
 
（４）続報記事抽出 
続報記事抽出では，対象となる記事集合に対
してこれまで提案した（１）多義解消，（２）
代名詞の照応解析，（３）日英関連記事の自
動抽出を行った結果を適用した結果に対し
て続報記事の抽出を行った．記事抽出では， 
Allan らが提案した Adaptation 手法をその
まま適用した． 
 
４．研究成果 
（１）多義解消 
 実験では 1991 年から 2007 年までの 17 年

間の毎日新聞を利用した. 全ての記事に対 

して構文解析 Cabochaを用いて構文解析を行

い, その結果から計算機用日本語基本動詞

辞書 IPAL に記載されている 2,042 語とその

格構造パターンを全て抽出した. 実験では

2,042 語のうち, 出現頻度の高い上位 500 語

の動詞を抽出した. IPAL の語彙数は 1,081 語



と少ないため, 500 語に対する格構造パター

ンの格要素の意味素性は, EDR で定義されて

いる意味素性を用いた. その結果, 総計

29,690 の格構造パターンが得られた. リン

ク解析を用い, これらのパターンの中から

有用な格パターンを抽出した. 

評価用のデータは IPAL 辞書を用いて作成

した. IPAL 辞書は, 2,042 語の動詞を総計 

2,814 のクラスに分類している. 本研究では, 

2,814 クラスを 2つのセット, すなわち 

RB アルゴリズムで用いられているパラメー

タを推定するための訓練データと意味分類

のためのテストデータに分けた. 動詞分類

の評価尺度として, 再現率, 適合率, F 尺度

を用いた．また比較手法として, ソフトクラ

スタリング手法の中の代表的な手法の一つ

である EM (Expectation Maximaization)を用

いた. EMにおける分布確率は, 動詞の格構造

パターンを用いて求めた. また確率の初期

値は,$k$-means を用いて求めた. モデル学

習の繰り返し数は 50回とした. 実験の結果，

本手法はＦ値 0.51 であり，関連研究である

EM(0.40)よりも優れた精度が得られること

が確認できた． 

 
（２）代名詞の照応解析 
 実験では，ＴＤＴ３ English コーパスを
用いた．ＴＤＴ３コーパスは ABC ニュースな
ど 8種類の報道機関から成り，1998 年の 10
月から 12月までの 34,600 記事で構成されて
いる．本研究では，これら 8種類の報道機関
から各 10 記事を無作為に抽出し，代名詞の
照応解析を行った．これらの記事中，代名詞
は 1,082 種類存在した．平均精度は 62.8%で
あった．精度は，各報道機関により異なる．
もっとも高い精度が得られた報道記事は,  
NYT であり 75.6%であった．一方，もっとも
精度が低いものは，CNN であり 46.2%であっ
た．実験の結果から，ニュース記事よりも TV
やラジオニュースの方が精度は低かった．理
由として，後者は，インタビュー記事で構成
されているものが多いため，cataphora や
formal subjectが多く含まれていることが考
えられる．また書き言葉ではないため、構文
解析結果の誤りがあるため，格情報を誤って
抽出したことも原因として考えられる． 
 
（３）日英関連記事の自動抽出 
 実験では Reuters’96 と UDC コード階層を
用いた．Reuters’96 は 121 種類のカテゴリ
ィからなり，UDC は 9,951 種類のカテゴリィ
からなる．本研究ではこれらのうち，
Reuters’96 は 102，UDC は 4,739 からなるカ
テゴリィを用いて実験を行った．実験では， 
本手法である階層構造を用いた分野対の抽

出精度の効果を検証するため，階層構造を利
用しない手法との比較を行った．実験の結果， 
本手法は，0.482のF値が得られたのに対し，
階層構造を用いない手法では 0.422であった
ことから階層構造の有効性が確認できた．関
連文書抽出の実験では，本手法の有効性を検
証するため，階層構造を用いずに，日英文書
の類似度により関連文書を抽出する手法と
の比較を行った．実験の結果，本手法は F値
が 0.689 であったのに対し，baseline では
0.363 の精度であったことから，本手法の有
効性を確認することができた． 
 
（４）続報記事抽出 
 ＴＤＴ３コーパスを用い、多義解消を行っ
た結果と行わずに Adaptation 手法を適用し
た結果との比較を行った．多義解消を行った
結果，Macro-averaged F-score 0.530 に対し
て多義解消を適用しない結果は 0.480であっ
た．  
 照応解析を用いた実験では，訓練データが
4 記事という少数データに対して，照応解析
を適用した結果を用いて，続報記事を抽出し
た結果，Macro-averaged F-score が 0.59 で
あった． 一方，照応解析を用いずに続報記
事を抽出した結果は 0.480 であった． 
 日英関連文書を抽出した結果については， 
関連する日本語文書を機械翻訳を用いて英
語文書に翻訳した結果を続報記事抽出の対
象となる訓練文書に追加したものと追加し
ないものとの比較を行った．実験の結果，訓
練データが 4 記事に対して，前者は
Macro-averaged F-score が 0.595 であるのに
対して後者は 0.480であったことから, 本手
法の有効性が確認できた．さらに関連研究と
の比較として，UMass の relevance model と
比較した結果，本手法の方が優れたDET curve 
が得られることを確認した．実験の結果から， 
日英関連文書抽出が続報記事抽出にもっと
もよい効果を与えることが明らかになった． 
一方，多義解消の精度差は 6%と低く，多義解
消単独では，続報記事抽出に効果があるとは
言えないことも確認できた． 
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